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李
は

海
内
存
知
己

天
涯
若
比
鄭

古
人
柳
白
遣

此
語
総
非
真

間
学
多
奇
字

観
書
少
斬
輪

何
時
策
杖
履

共
酔
株
陵
春

費

佳山

紘

と

じ

め

海
内

知
己
存
し

天
涯

比
郊
の
若
し
と

古
人

柳
か
自
遣
す
る
も

此
の
語
は
総
べ
て
真
に
非
ず

学
を
間
へ
ば
奇
字
多
く

何書
れを
の観
時れ
カミ vi 
杖断
策っ輪
き少
履ゅし
き
て

共
に
株
陵
の
春
に
酔
は
む

李
勢
(
一
五
二
七

1
一
六

O
二
)
が
、
焦
紘
(
一
五
四

0
1
一
六
二

O
)
の
手

①
 

紙
を
受
け
取
り
、
詠
じ
た
一
首
で
あ
る
。
第
一
聯
は
王
勃
「
杜
少
府
之
任
萄
州
」

詩
中
の
句
。
株
陵
は
、

ほ
ぼ
今
の
南
京
市
に
当
り
、
焦
紘
の
出
身
・
退
隠
の
地
。

松
川

健

こ
の
一
首
、
か
与
る
既
成
価
値
へ
の
あ
か
ら
さ
ま
な
不
信
の
表
白
は
、
作
者
李

賛
が
焦
紘
を
真
の
知
己
、
自
己
の
学
問
の
真
価
を
知
悉
し
て
呉
れ
て
い
る
人
と

し
て
意
識
し
、
他
者
か
ら
の
孤
立
を
自
覚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
強
さ
を

増
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

一
方
、
焦
紘
が
李
賛
を
「
聖
人
の
第
二
席
」
に
推

し
た
、
と
は
余
り
に
も
有
名
な
話
柄
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
詩
の
作
ら
れ
た

背
景
の
解
明
を
目
指
し
つ
つ
、
こ
の
両
巨
人
の
交
情
の
跡
を
辿
っ
て
お
こ
う
と

思
う
。

付

李
賛
と
焦
紘
の
出
合
い
を
語
る
に
は
、
李
軌
買
の
次
の
文
を
一
覧
す
る
に
如
く

+
i
h
p
z
A

、。

p
v
f
L
 

李
宏
甫
目
、
余
至
京
師
、
即
聞
白
下
有
焦
弱
侯
其
人
突
、
又
三
年
、
始
識

侯
。
既
而
徒
官
留
都
、
始
与
侯
朝
夕
促
膝
窮
詣
彼
此
実
際
。
夫
不
詣
則
己
、
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詣
則
必
繭
、
乃
為
冥
契
也
。
故
宏
甫
之
学
難
無
所
授
、
其
得
之
弱
侯
者
亦

甚
有
力
。
夫
侯
千
古
人
也
、
世
之
願
交
侯
者
衆
失
。
其
為
文
章
欲
以
立
言

則
師
弱
侯
、
為
制
科
以
資
進
取
、
額
功
名
不
世
之
業
則
師
弱
侯
。
又
其
大

者
則
目
、
是
畷
寂
飲
水
以
善
事
其
親
者
也
、
是
立
徳
也
。
故
世
之
為
不
朽

故
以
交
於
侯
者
、
非
一
宏
甫
也
、
然
惟
宏
甫
為
深
知
侯
、
故
弱
侯
亦
白
以

宏
甫
為
知
己
。
万
暦
十
年
春
、
是
為
侯
家
大
人
後
渠
八
十
之
誕
。
先
是
、

九
年
冬
、
侯
以
書
来
日
、
逼
歳
当
走
千
里
、
与
宏
甫
為
十
日
之
欽
。
己
而

果
然
、
飲
十
日
而
別
。

以
上
は
「
寿
焦
太
史
尊
翁
後
渠
公
八
秩
華
誕
序
」
(
『
続
焚
書
』
巻
二
)
の
書
き

出
し
の
部
分
で
あ
る
か
ら
、
紘
を
誉
め
る
の
に
不
思
議
は
な
い
が
、
動
貨
の
紘
へ

の
傾
倒
ぶ
り
が
よ
く
覗
え
る
資
料
で
あ
り
、
出
合
い
か
ら
万
暦
十
年
ま
で
に
言

及
し
て
い
る
こ
と
で
、
第
一
に
掲
げ
た
の
で
あ
る
。

宏
甫
は
李
賛
の
号
、
弱
侯
は
焦
紘
の
字
。
賛
が
「
京
師
に
至
っ
た
」
の
は
、②
 

嘉
靖
四
五
年
丙
寅
(
一
五
六
六
)
四

O
歳
、
礼
部
司
務
に
補
せ
ら
れ
た
と
き
、

「
官
を
留
都
に
徒
し
た
」
の
は
、
隆
慶
四
年
庚
午
(
一
五
七

O
)
四
四
歳
、
南

京
刑
部
員
外
郎
と
な
っ
た
と
き
だ
っ
た
。
以
降
万
暦
一

O
年
ま
で
の
主
要
な
足

跡
を
補
え
ば
、
万
暦
五
年
丁
丑
(
一
五
七
七
)
五
一
歳
、
雲
南
挑
安
の
知
府
と

な
っ
て
赴
任
、
万
暦
九
年
辛
己
(
一
五
八
一
)
五
五
歳
、
黄
安
に
至
り
居
住
、

と
い
う
ζ

と
に
な
る
。
南
京
l
挑
安
|
黄
安
の
聞
の
、
李
賛
と
焦
紘
の
交
情
の

さ
ま
を
知
る
に
足
る
焦
紘
の
側
か
ら
の
資
料
を
順
次
掲
げ
て
ゆ
こ
う
。

読
書
不
識
字

宏
甫
為
南
比
部
郎
、
日
緊
友
講
学
。
寮
友
或
謂
之
目
、
吾
輩
読
書
、
義
理

量
有
不
明
而
事
講
乎
。
宏
甫
日
、
吾
輩
以
高
科
登
仕
籍
、
山
豆
不
読
書
。
但

苦
未
識
字
、
須
一
講
耳
。
或
怪
問
其
故
。
宏
甫
目
、
論
語
大
学
、
豊
非
君

所
嘗
読
邪
。
然
論
語
開
巻
便
是
一
学
字
、
大
学
開
巻
便
是
大
学
二
字
。
此

二
字
吾
敢
道
諸
君
未
識
得
、
何
也
。
此
事
須
有
謹
験
始
可
。
如
識
論
語
中

学
字
便
悦
楽
不
憧
、
識
大
学
二
字
便
定
静
安
慮
。
今
都
未
能
、
如
何
自
負

③
 

識
得
此
字
耶
。
其
人
黙
然
不
能
対
。

比
部
は
刑
部
の
こ
と
。
南
京
時
代
の
賛
の
問
学
態
度
の
一
端
を
紘
は
こ
の
よ
う

に
記
録
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
い
で
同
じ
く
焦
紘
の
「
送
李
比
部
」
。
挑
安
へ
の
銭
け
と
し
た
も
の
で
あ
ろ

〉
勺
ノ
。

土
日
我
従
結
髪

闘
繭
恋
狂
馳

凌
属
間
学
場

志
意
縦
横
飛

懐
慨
思
古
人

自
謂
不
足
為

世
俗
薄
朱
顔

容
華
翻
見
喧

中
原
一
顧
肋

千
載
成
相
知

相
知
今
古
難

千
秋
一
嘉
遇

市
我
狂
簡
姿

得
蒙
英
達
顧

昔

我
れ
結
髪
せ
し
よ
り

闘
嗣

窓
に
狂
馳
し

-2-

間
学
の
場
に
凌
属
た
り
て

土
生
息

縦
横
に
飛
び

懐
慨
し
て
古
人
を
思
ふ
に

世
俗

翻±朱
つ顔
てを
喧薄3為
はくむ
るしる
るに
に是

ら
ず
と

自
ら
謂
ら
く

容
華
中
原

一
た
び
顧
胎
し

千
載

相
知
と
成
る

相
知

今
古
難
し

千
秋

一
嘉
遇

而
る
を
我
が
狂
簡
の
姿
に
し
て

英
達
の
顧
を
蒙
る
を
得
た
り



李賛と焦紘

肝
腫
一
以
披

形
遮
非
所
驚

嬬
腕
四
載
徐

折
タ
長
歓
緊

歓
緊
従
今
日

交
誼
肢
前
賢

況
君
乗
淵
尚

矢
志
議
皇
前

順
性
実
矯
迩

得
道
乃
忘
筆

慨
予
非
鍾
期

何
以
発
清
弦

清
弦
中
座
興

音
徽
振
蒙
都

冷
冷
曲
方
調

弦
絶
自
今
始

山
川
一
間
之

相
去
忽
千
里

念
我
平
生
歓

纏
緒
不
能
巳

鑓
繕
無
終
極

行
役
自
有
期

君
子
善
尺
瞳

形肝
迩謄
は一
驚2た
むび
る以
所て
に披
非け
ずば

大
道
固
委
蛇

所
貴
志
有
行

査
云
縦
塵
覇

蝶
腕
た
り
四
載
余

所
タ
に
長
く
歓
び
緊
る

無行
為行
怨善
天自
涯④愛

況交歓
ん誼び
ゃ緊
君前る
は賢こ
乗をと
る肢2今
こま日
とんよ
淵り
尚し

大
道

固
よ
り
委
蛇

宣貴
にき
云所
はは
ん志
やの
塵行
覇は
にる
紺2る
が有
るる
とな
り

行
行

善
く
自
愛
し

為
に
天
涯
を
怨
む
無
か
れ

「
懐
慨
思
古
人
、
自
謂
不
足
為
」
と
言
い
「
而
我
狂
簡
姿
、
得
蒙
英
達
顧
」
と

言
う
句
の
み
を
見
れ
ば
、
李
賛
の
科
白
か
と
錯
覚
を
起
す
ほ
ど
で
、
三
八
歳
の

矢
志

義
皇
の
前
な
る
を
や

焦
紘
の
自
負
が
読
み
と
れ
て
面
白
い
。

次
も
同
じ
く
焦
紘
の
「
李
宏
甫
解
官
卜
築
責
州
寄
贈
」
。
も
と
よ
り
黄
安
に
住

性
に
順
は
ば
薬
ぞ
速
を
矯
め
ん

予
の
鍾
期
に
非
ざ
る
を
慨
づ

む
よ
う
に
な
っ
た
李
賛
へ
贈
っ
た
も
の
。

夜
郎
三
載
見
班
春
夜
郎
三
載
見
れ
て
春
を
班
ち

お
も
む

貰
州
に
向
き
て
隠
治
に
学
ぶ

-3-

道
を
得
れ
ば
乃
ち
筆
を
忘
る

何
を
以
て
清
弦
を
発
せ
ん

又
向
黄
州
学
隠
体
制

清
弦

座
興
に
中
り

説
法
終
憐
長
者
子

音
徽

曲蒙
方3部
にを
調振
ふし

随
縁
一
見
宰
官
身

冷
冷

門
非
陳
孟
時
投
轄

又法
を
説
き
で
は
終
に
憐
れ
む
長
者
の
子

あ
ら
は

縁
に
随
ひ
て
は
一
た
び
見
す
宰
官
の
身

門
は
陳
孟
に
非
ざ
る
も
時
に
投
轄
せ
よ

山
JII 

一
た
び
之
を
間
つ
れ
ば

郷
接
康
成
不
買
郊
郷
は
康
成
に
接
し
て
郊
を
買
は
ざ
ら
ん

苦
欲
移
家
難
自
遂
苦
に
家
を
移
さ
ん
と
欲
す
る
も
自
ら
は
遂
げ
難
し

⑤
 

何
時
間
作
濯
園
人

弦
絶

今
よ
り
始
る

相
ひ
去
る
こ
と
忽
ち
千
里

何
れ
の
時
か
同
じ
く
濯
園
の
人
と
作
ら
ん

己
む
能
は
ざ
る
を

第
二
一
聯
に
よ
っ
て
、
焦
誌
が
李
賛
と
の
共
通
の
立
脚
基
盤
と
し
て
仏
教
を
意
識

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

纏念
繕へ

我
が
平
生
の
歓

行
役

自
ら
期
有
り

れ
て
い
る
資
料
で
あ
る
。

次
も
退
官
後
の
時
点
で
、
李
賛
の
進
退
に
関
し
て
の
焦
抜
の
見
解
が
よ
く
表

鑓
繕

終
極
無
き
も

君
子
普
く
尺
嘩
た
れ

宏
甫
書
高
尚
冊
後
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宏
甫
解
組
帰
。
巡
台
劉
君
葉
薦
紳
贈
言
為
冊
、
題
之
日
高
尚
。
宏
甫
寓
言

於
天
台
楊
子
、
作
文
一
首
書
其
後
、
其
平
生
大
都
具
失
。
天
台
楊
子
日
、

吾
読
劉
君
高
尚
諸
篇
、
而
益
信
宏
甫
之
不
可
知
也
。
或
目
、
宏
甫
隠
於
禅

者
也
。
夫
宏
甫
年
己
五
十
四
実
。
自
三
十
登
仕
、
歴
七
任
而
至
郡
守
、
辛

苦
政
渉
以
至
若
斯
之
年
、
亦
既
倦
而
後
去
耳
。
使
其
先
四
歳
而
死
、
亦
己

不
称
夫
失
。
幸
而
不
死
而
又
博
高
尚
之
名
以
去
、
不
為
宏
甫
氏
、
其
終
不

去
乎
。
且
高
尚
之
名
、
非
有
道
之
所
慮
也
。
仲
尼
嘗
比
之
鞄
瓜
之
固
失
、

曲
目
謂
宏
甫
而
不
聞
之
乎
。
夫
大
道
無
高
、
有
高
則
有
過
。
至
人
無
尚
、
有

尚
則
有
累
。
渠
既
深
於
是
、
而
猶
以
過
自
累
也
、
安
在
其
為
知
道
欺
。
憶
、

是
非
或
人
所
知
也
。
夫
宏
甫
非
高
尚
之
土
也
、
市
未
始
非
高
尚
之
士
也
。

而
与
以
高
尚
之
名
、
則
受
之
失
。
且
天
下
之
物
亦
無
一
而
非
累
也
。
十
句
不

以
物
累
心
、
則
終
身
役
一
官
、
雄
三
割
之
而
不
去
可
也
。
及
其
所
之
既
倦
、

則
或
四
五
十
、
或
六
七
十
、
辞
而
去
之
可
也
。
与
之
名
当
其
実
可
也
、
与

之
実
而
不
当
、
亦
無
不
可
者
。
若
慕
高
尚
之
名
雨
後
去
、
去
失
、
而
又
嫌

於
有
其
名
、
皆
累
也
、
子
何
区
区
於
名
実
之
問
、
捕
量
而
校
度
之
、
而
欲

⑥
 

以
議
至
人
之
出
処
、
不
亦
左
欺
。

紘
は
、
俗
人
の
判
断
基
準
を
噴
い
っ
て
賛
を
「
至
人
」
と
言
っ
て
障
ら
な
い
。

賛
に
と
っ
て
紘
は
真
の
知
己
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

tコ

責
安
に
居
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
李
賛
は
、
前
出
資
料
の
如
く
万
暦
九
年
冬
、

焦
紘
と
「
十
月
之
飲
」
を
な
し
て
別
れ
た
。
そ
の
後
の
交
情
を
語
る
為
、
次
の

詩
を
取
上
げ
て
み
る
。

李
如
真
四
月
二
十
六
日
書
到
黄
安
、
知
兄
己
到
家
蔵
器
待
時
、
最
喜
最
喜
。

此
時
正
熱
、
梢
涼
不
知
便
可
乗
興
一
婦
舟
入
楚
不
。
得
一
相
見
、
快
楽
何
如
。

如
真
相
見
、
想
悉
旅
懐
。
当
接
到
兄
京
信
時
、
時
夜
雷
雨
、
山
中
偶
感
事

作
二
絶
旬
、
便
去
、
亦
可
以
見
古
今
豪
賢
之
感
也
。

株
陵
人
去
帝
京
遊

可
是
惰
珠
復
暗
投

昨
夜
山
前
雷
雨
作

伝
君
二
子
到
黄
州

独
歩
中
原
二
十
秋

剣
光
長
射
斗
間
牛

豊
城
久
去
無
人
識⑦
 

早
晩
知
君
巳
向
頭

株
陵
の
人

帝
京
に
去
っ
て
遊
ぶ

是
れ
惰
珠
を
復
た
暗
に
投
ぜ
し
も
め
な
る
可
し

お
こ

昨
夜
山
前
に
雷
雨
の
作
れ
り

君
に
伝
へ
よ

一
字
黄
州
に
到
れ
り
と

中
原
に
独
歩
す
る
こ
と
二
十
秋

剣
光
長
へ
に
射
る
斗
牛
の
間

4 -

豊
城
久
し
く
去
っ
て
人
の
識
る
無
く

早
晩
に
君
己
に
白
頭
な
る
を
知
ら
ん

こ
の
二
絶
は
『
続
焚
書
』
巻
五
に
「
感
事
二
絶
寄
焦
弱
侯
」
と
し
て
載
せ
ら
れ

て
い
る
が
、
前
の
一
首
は
『
焚
書
』
巻
六
に
も
「
山
中
得
弱
侯
下
第
書
」
と
題

し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
焦
紘
の
会
試
下
第
は
、
容
肇
祖
「
焦
紘
及
其
思
想
」

(
「
燕
京
学
報
』
第
二
三
期
)
に
よ
れ
ば
、
二
六
歳
、
二
九
歳
、
三
二
歳
、
二
一
八

歳
、
四
四
歳
の
五
回
(
五

O
歳
、
中
式
進
士
第
一
名
)
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の

詩
は
李
勢
五
七
歳
、
焦
紘
四
四
歳
(
一
五
八
三
)
の
と
き
の
も
の
と
推
さ
れ
る
。

詮
索
は
さ
て
お
き
焦
紘
の
身
辺
を
気
づ
か
う
李
賛
の
熱
い
友
情
が
伝
っ
て
く
る

の
で
あ
る
。

さ
て
麻
城
へ
移
る
切
掛
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
触
れ
よ
う
。
一
一
一
実
の
末
弟
、
中

道
に
「
李
温
陵
伝
」
が
あ
る
が
、
言
う
。



子
庸
死
、
予
庸
之
兄
天
台
公
惜
其
超
脱
、
恐
子
姪
効
之
有
遺
棄
之
病
、
数

至
簸
切
。
公
遂
至
麻
城
竜
揮
湖
上
、
与
僧
無
念
、
周
友
山
、
丘
坦
之
、
楊

定
見
豪
、
閉
門
下
鍵
、
日
以
読
書
為
事
。

子
庸
と
は
李
賛
の
知
己
と
し
て
焦
紘
と
並
ぶ
か
の
歌
定
理
(
一
五
三
四

1
一

五
八
四
)
の
字
、
繋
が
黄
安
に
退
隠
し
た
の
も
こ
の
定
理
を
頼
つ
て
の
こ
と
で

⑧
 

あ
っ
て
、
定
理
の
死
は
賛
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
『
続
焚
書
』
巻
一
、
「
与

弱
侯
焦
太
史
」
で
は
、

此
間
自
八
老
去
後
、
寂
家
太
甚
、
因
思
向
日
親
近
善
知
識
時
、
全
不
覚
知

身
在
何
方
、
亦
全
不
覚
欠
少
甚
底
、
相
看
度
目
、
真
不
知
老
之
将
至
。
葦

真
切
友
朋
、
生
死
在
念
、
万
分
精
進
、
他
人
不
知
故
耳
。
自
今
実
難
度
日

失。

⑨
 

と
言
う
。
文
中
「
八
老
」
と
は
定
理
を
指
す
。
「
自
今
実
難
度
日
突
」
と
は
、

ま
一
人
の
知
己
と
し
て
の
焦
紘
へ
の
述
懐
で
あ
れ
ば
こ
そ
一
層
の
緊
張
感
を
漂

わ
す
の
で
あ
る
。

麻
城
で
の
李
賛
の
生
活
に
つ
い
て
も
、
引
続
き
嚢
中
道
「
李
温
陵
伝
」
の
描

写
に
侯
と
う
。

公
気
既
激
昂
、
行
復
詑
異
、
斥
異
端
者
日
益
側
目
。
与
歌
公
往
復
弁
論
、

毎
一
札
累
累
万
言
、
発
道
学
之
隠
情
、
風
雨
江
波
、
読
之
者
高
其
識
、
欽

其
才
、
畏
其
筆
。
始
有
以
幻
語
聞
当
事
、
当
事
者
逐
之
。

李賛と焦紘

「
歌
公
」
と
は
前
出
歌
定
理
の
兄
、
秋
定
向
(
字
在
倫
、
号
楚
伺
。
人
、
天
台

一
五
二
四

1
一
五
九
六
)
の
こ
と
。
定
向
は
、
紘
に
と
っ
て
は

先
生
と
称
す
。

師
に
当
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
せ
て
お
き
た
い
。
と
も
あ
れ
こ
の
間
『
焚
書
」

が
万
暦
一
八
年
(
一
五
九

O
)
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
『
焚
豊
田
』
の
内

容
と
い
え
ば
、
賛
自
ら
紘
に
当
て
た
書
簡
に
、

更
有
一
種
、
専
与
朋
輩
往
来
談
仏
乗
者
、
名
目
李
氏
焚
書
、
大
抵
多
因
縁

語
、
念
激
語
、
不
比
尋
常
套
語
。
恐
覧
者
或
生
怪
憾
、
故
名
目
焚
書
、
言
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其
当
焚
而
棄
之
也
。

と
言
う
が
如
き
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
「
幻
語
」
と
看
倣
さ
れ
た
の
も
当
然
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

日
開

し

「
李
温
陵
伝
」
は
、
次
い
で
言
う
。

於
時
左
轄
劉
公
東
星
迎
公
武
昌
、
舎
蓋
公
之
堂
。
自
後
屡
帰
屡
瀞
。
劉
公

迎
之
m
如
水
、
梅
中
丞
迎
之
雲
中
、
而
焦
公
弱
侯
迎
之
株
陵
。
無
何
、
復
帰

- 5 

麻
域
。

武
昌
で
劉
東
昼
(
一
五
三
八

1
一
六

O
一
)
の
庇
護
を
受
け
た
の
は
万
暦
一
九

年
(
一
五
九
一
)
六
五
歳
の
と
き
。
こ
の
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
焦
紘
宛
の
書

簡

弟
今
又
居
武
昌
実
。
江
漢
之
上
、
独
自
逝
遊
、
道
之
難
行
、
巳
可
知
也
。

帰
欺
之
歎
、
量
得
己
耶
。
然
老
人
無
帰
、
以
朋
友
為
帰
、
不
知
今
者
当
帰

何
所
欺
。
漢
陽
城
中
尚
有
論
説
到
此
者
、
若
武
昌
則
往
来
絶
跡
、
而
況
語

学
。
写
至
此
、
一
字
二
俣
、
不
知
当
向
何
人
道
、
当
与
何
人
読
、
想
当
照
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旧
薙
髪
帰
山
去
失
。

こ
こ
で
は
、
「
老
人
無
帰
、
以
朋
友
為
帰
、
不
知
今
者
当
帰
何
所
欺
」
の
語
に
注

目
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
劉
東
星
の
世
話
に
な
り
な
が
ら
、
心
は
遠
く
焦
紘
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に
飛
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

劉
東
星
の
出
身
地
、
山
西
の
め
水
に
迎
え
ら
れ
た
の
が
、
万
暦
二
四
年
(
一

五
九
六
)
七

O
歳
。
梅
国
禎
(
一
五
四
二

1
一
六

O
五
)
の
任
地
、
大
同
に
迎

え
ら
れ
た
の
が
翌
二
五
年
。
こ
の
年
焦
紘
は
順
天
郷
試
を
主
っ
た
が
、
合
格
さ

せ
た
受
験
生
九
人
の
文
に
険
誕
の
語
多
し
と
し
て
弾
劾
さ
れ
る
と
い
う
立
場
に

在
っ
た
。
恐
ら
く
此
の
噴
で
あ
ろ
う
、
李
賛
は
梅
園
槙
の
言
動
に
関
し
て
次
の

よ
う
に
焦
紘
に
訴
え
て
い
る
。

客
生
曲
目
対
我
言
、
我
与
公
大
略
相
問
、
但
我
事
過
便
過
、
公
則
認
真
耳
。

余
時
甚
憐
其
言
、
以
謂
、
世
間
戯
場
耳
、
戯
文
演
得
好
和
十
夕
、
一
時
総
散
、

何
必
太
認
真
乎
。
然
性
気
帯
得
来
是
箇
不
知
討
便
宜
的
人
、
可
奈
何
。
時

時
得
近
左
右
、
時
時
得
聞
此
言
、
庶
可
漸
消
此
不
自
愛
重
之
積
習
也
。
余

時
之
答
客
生
者
如
此
。
今
兄
之
認
真
、
未
免
与
僕
同
病
、
故
敢
遂
以
此
説

⑫
 
進。

「
容
年
譜
」
は
、
文
中
の
「
世
間
戯
場
」
の
発
言
を
焦
紘
へ
の
な
ぐ
さ
め
と
解
す

る
が
、
当
っ
て
い
よ
う
。
と
も
あ
れ
李
賛
は
焦
紘
と
の
共
通
点
と
し
て
H

認
真
μ

を
意
識
し
、
連
帯
感
を
強
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
客
生
は
梅
園
槙
の
字
、
克
生
。

一
方
焦
紘
は
李
賛
に
対
し
麻
城
へ
の
帰
還
を
促
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
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る
が
、
そ
の
誘
い
に
対
す
る
反
応
は
、
次
の
よ
う
に
激
越
を
極
め
た
。

兄
所
見
者
向
年
之
卓
吾
耳
、
不
知
今
日
之
卓
吾
固
天
淵
之
懸
也
。
兄
所
喜

者
亦
向
日
之
卓
吾
耳
、
不
知
向
日
之
卓
吾
甚
是
卑
弱
。
若
果
以
向
日
之
卓

吾
為
可
喜
、
則
必
以
今
日
之
卓
吾
為
可
悲
失
。
夫
向
之
卓
吾
且
如
彼
、
今

日
之
卓
吾
又
何
以
卒
能
如
此
也
、
此
其
故
可
知
失
。
人
但
知
古
亭
之
人
時

時
憎
我
、
而
不
知
実
時
時
成
我
。
古
人
比
之
美
灰
薬
石
、
弟
今
実
親
領
之

失

古
亭
は
麻
城
。
李
賛
は
こ
の
よ
う
に
自
己
の
H

卑
弱
μ

か
ら
の
脱
皮
を
揚
言
し
、

そ
れ
も
人
に
憎
ま
れ
て
い
れ
ば
こ
そ
、
と
開
直
る
の
で
あ
る
。
書
簡
は
続
く
。

聞
有
欲
殺
我
者
、
得
兄
分
剖
乃
止
。
此
自
感
徳
、
然
弟
則
以
為
生
在
中
国

而
不
得
中
国
半
箇
知
我
之
人
、
反
不
如
出
塞
行
行
、
死
為
胡
地
之
白
骨
也
。

兄
胡
必
勧
我
復
反
竜
湖
乎
。
竜
湖
未
是
我
死
所
、
有
勝
我
之
友
、
又
真
能

知
我
者
、
乃
我
死
所
也
。
瑳
瑳
、
以
部
諮
渠
八
十
之
老
、
尚
能
忍
死
於
保

定
傭
夫
之
手
、
而
不
肯
一
食
超
大
州
之
禾
、
況
卓
吾
子
哉
。
与
其
不
得
朋

友
而
死
、
則
牢
獄
之
死
、
戦
場
之
死
、
固
甘
如
飴
也
、
兄
何
必
救
我
也
。

死
猶
聞
侠
骨
之
香
、
死
猶
有
烈
士
之
名
、
山
一
旦
竜
湖
之
死
所
可
比
耶
。
大
抵

不
肯
死
於
妻
撃
之
手
者
、
必
其
決
志
欲
死
於
朋
友
之
手
者
也
、
此
情
理
之

易
見
者
也
。
唯
世
無
朋
友
、
是
以
難
易
見
而
卒
不
見
耳
。
我
山
一
旦
貧
風
水
之

人
耶
。
我
畳
坐
枯
禅
、
図
寂
滅
、
専
一
為
守
屍
鬼
之
人
耶
。
何
必
竜
湖
而

⑬
 

後
可
死
、
認
定
竜
湖
以
為
塚
舎
也
。

6 -

部
諮
渠
云
々
に
就
い
て
は
島
田
慶
次
「
異
人
・
郵
諮
渠
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略
伝
」
参
照
。
さ
て

前
段
で
「
今
日
の
卓
吾
を
御
存
知
な
い
」
と
言
っ
た
の
は
、
実
は
自
ら
の
変
貌

ぶ
り
を
理
解
し
て
欲
し
い
と
の
訴
え
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
「
朋
友

を
得
ら
れ
ず
に
死
ぬ
こ
と
に
く
ら
べ
れ
ば
、
牢
獄
・
戦
場
の
死
は
飴
の
よ
う
に

甘
い
の
だ
か
ら
救
っ
て
下
さ
る
な
」
と
い
う
中
に
、
よ
り
甘
き
死
所
焦
紘
の

所
在
、
即
ち
北
京
・
南
京
へ
の
思
慕
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

九
月
、
北
京
西
山
の
極
楽
寺
に
寄
寓
。
翌
万
暦
二
六
年
戊
民
(
一
五
九
八
)

春
、
焦
紘
と
共
に
南
京
へ
。
こ
の
間
の
事
情
を
李
賛
自
身
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

老
人
之
遁
跡
於
竜
湖
也
亦
多
年
失
。
:
:
:
既
不
与
世
接
、
則
但
有
読
書
耳
。



故
或
調
請
以
適
意
、
而
意
有
所
携
則
書
之
、
或
備
仰
以
致
慨
、
而
所
慨
勃

勃
則
書
之
。
故
至
坪
上
則
有
道
古
録
四
十
二
章
書
、
至
雲
中
則
有
孫
子
参

同
十
三
篇
書
、
至
西
山
極
楽
僧
舎
則
有
浄
土
訣
=
一
巻
書
。
随
手
親
書
、
随

書
朝
梓
、
不
能
禁
也
。
又
有
披
公
年
譜
井
後
録
三
巻
、
陳
正
甫
約
以
七
八

月
余
到
金
陵
来
索
。

又
有
蔵
書
世
紀
八
巻
列
伝
六
十
巻
、
在
塞
上
日
余
又

再
加
修
訂
、
到
極
楽
即
付
焦
弱
侯
校
問
、
託
為
叙
引
以
伝
失
。
今
季
借
弱

⑬
 

侯
聯
舟
南
逼
、
舟
中
無
事
、
又
喜
朋
童
、
不
復
為
閉
戸
計
失
。

め
水
か
ら
大
同
へ
、
そ
う
し
て
北
京
か
ら
南
京
へ
と
足
跡
を
述
べ
る
う
ち
、
焦

紘
を
侯
っ
て
『
蔵
書
」
の
刊
行
準
備
が
進
行
し
て
い
る
点
は
注
目
に
価
し
よ
う

が
、
特
に
は
焦
紘
の
お
陰
で
「
閉
戸
の
計
」
を
考
え
る
必
要
の
な
く
な
っ
た
李

一
方
、
焦
紘
は
「
今
弱
侯

賛
の
心
情
そ
の
も
の
の
変
化
を
思
う
べ
き
で
あ
る
。

⑫
 

罷
講
官
、
余
又
与
之
連
舟
南
行
」
と
李
賛
の
言
う
ご
と
く
、
退
隠
の
旅
路
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

「
共
に
株
陵
の
春
に
酔
ふ
」
こ
と
を
得
た
李
賛
の
侶
道
の
さ
ま
を
、
焦
紘
は
、

楊
起
一
克
(
号
は
復
所
、

一
五
四
七

1
一
五
九
九
)

の
そ
れ
と
比
較
し
つ
つ
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

当
是
時
、
温
陵
李
長
者
与
先
生
押
主
道
盟
、
然
先
生
如
和
風
甘
雨
、
無
人

不
親
、
長
者
如
絶
壁
暢
巌
、
無
鐸
可
入
。
二
老
同
得
法
於
昨
江
而
其
風
尚

懸
絶
如
此
。
余
以
為
未
知
学
者
不
可
不
見
先
生
、
不
如
此
則
信
向
廃
従
。

李賛と焦紘

既
知
学
者
不
可
不
見
長
者
、
不
如
此
則
情
塵
不
尽
。
天
生
此
両
人
、
激
揚
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一
大
事
於
留
都
、
非
偶
然
也
。

鋒
は
樟
の
爵
。
肝
江
と
は
江
西
南
城
の
人
羅
汝
芳
(
号
近
渓
、

一
五
一
五

1
一

五
八
八
)
を
指
す
。
焦
紘
が
李
賛
の
き
び
し
さ
を
崇
敬
の
念
も
て
回
想
し
た
の

に
対
し
、
李
賛
は
退
隠
し
た
庇
護
者
焦
紘
の
日
常
を
ど
う
捉
え
て
い
た
か
。
次

は
例
の
劉
東
星
の
息
子
用
相
へ
の
手
紙
の
一
部
で
あ
る
。

尊
公
我
所
切
切
望
見
、
公
亦
我
所
切
切
望
見
、
何
必
指
天
以
明
也
。
但
此

時
尚
大
寒
、
老
人
安
敢
出
門
。
又
我
自
十
月
到
今
、
与
弱
侯
刻
夜
読
易
、

毎
夜
一
卦
、
蓋
夜
静
無
雑
事
、
亦
無
雑
客
、
只
有
相
信
五
六
輩
弁
質
到
二

鼓
耳
。
此
書
須
四
月
半
可
完
。
:
:
:
我
謂
公
当
来
此
、
軽
舟
順
水
最
便
、

百
事
倶
便
、
且
可
以
聴
易
開
聞
胸
中
欝
結
。

又
弱
侯
是
天
上
人
、
家
事
講

条
如
洗
、
全
不
掛
意
、
只
知
読
書
云
耳
。
:
:
:
若
来
、
舟
中
多
帯
柴
米
。

此
中
柴
米
貴
、
焦
家
飯
食
者
六
百
余
指
、
而
無
一
畝
之
入
、
不
能
供
我
、

⑬
 

安
能
飯
客
。

焦
紘
の
人
柄
が
活
写
さ
れ
て
い
て
実
に
面
白
い
資
料
で
あ
る
。
待
望
久
し
か
っ

7 -

た
南
京
で
の
生
活
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
も
、
案
外
焦
紘

の
経
済
状
態
に
由
る
の
か
も
知
れ
ぬ
。

さ
て
、
「
尊
公
」
即
ち
劉
東
星
は
当
時
山
東
河
漕
総
督
で
あ
り
、
こ
の
返
信
の

書
き
出
し
の
部
分
か
ら
、
李
賛
が
当
時
劉
氏
父
子
に
よ
っ
て
済
寧
へ
来
る
よ
う

招
か
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
の
で
あ
る
が
、
二
八
年
三
六

O
O
)
春
に
は
劉

東
星
み
づ
か
ら
南
京
に
至
り
、
済
寧
へ
伴
っ
た
。
『
蔵
書
』
六
八
巻
は
、
既
に
焦

紘
・
劉
東
星
・
梅
園
槙
等
の
序
を
付
し
て
二
七
年
秋
に
上
梓
さ
れ
て
い
た
。

さ
て
こ
の
済
寧
逗
留
も
長
く
は
続
か
ず
、
間
も
な
く
麻
城
に
戻
っ
た
こ
と
が
、

次
の
焦
拡
宛
の
書
簡
で
知
ら
れ
る
。

説
法
教
主
四
字
真
難
当
。
生
未
嘗
説
法
、
亦
無
説
法
処
、
不
敢
以
教
人
為

己
任
、
而
況
敢
以
教
主
自
任
乎
。
唯
有
朝
夕
読
書
、
手
不
敢
釈
巻
、
筆
中
不

敢
停
揮
、
自
五
十
六
以
至
今
年
七
十
四
歳
、
日
日
如
是
而
己
。
関
門
閉
戸
、
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著
書
甚
多
、
不
暇
接
人
、
亦
不
暇
去
教
人
、
今
以
此
四
字
加
我
、
真
慨
悔

怠〈

O
i
-
-
-
且
夫
聖
人
通
天
下
以
為
一
身
、
若
其
人
不
宜
居
於
麻
城
以
害
麻

城
、
寧
可
使
之
居
於
本
郷
以
害
本
郷
乎
。
是
身
在
此
郷
、
便
忘
却
彼
郷
之

受
害
、
仁
人
君
子
不
如
是
也
。
既
不
宜
使
之
説
法
為
教
主
於
麻
城
、
而
令

其
説
法
為
教
主
於
久
去
之
郷
県
、
是
重
他
郷
而
窺
視
目
前
、
亦
又
太
遠
於

⑫
 

人
情
失
。
此
等
見
識
皆
生
所
不
識
、
故
敢
与
兄
商
之
、
以
兄
彼
師
也
。

引
用
の
後
半
か
ら
推
す
と
、
李
賛
は
焦
紘
に
「
麻
城
に
在
っ
て
は
、
他
郷
ゆ
え

に
、
心
し
て
説
法
な
ど
し
て
教
主
と
な
る
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
」
注
意
さ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
容
年
譜
」
に
「
他
這
信
、
説
明
有
些
人
不
願
他
住
在

麻
城
、
故
和
焦
紘
説
及
」
と
解
す
る
の
は
当
っ
て
い
よ
う
。
李
軌
買
が
何
処
に
在

る
か
を
問
わ
ず
、
焦
紘
は
李
曲
賞
の
自
他
共
に
許
す
後
見
人
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
先
に
麻
城
に
帰
る
よ
う
促
さ
れ
た
時
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う

に
、
李
曲
賞
は
麻
城
が
か
ら
む
と
焦
紘
に
反
接
す
る
の
だ
っ
た
。

か
か
る
李
賛
に
対
す
る
麻
域
の
人
の
憎
し
み
は
強
く
、
間
も
な
く
逃
げ
出
さ

ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
。
嚢
中
道
「
李
温
陵
伝
」
は
言
う
。

時
又
有
以
幻
語
聞
当
事
、
当
事
者
又
誤
信
而
逐
之
、
火
其
蘭
若
、
而
馬
御

史
経
論
遂
朗
迎
之
於
北
通
州
。
又
会
当
事
者
欲
刊
異
端
以
正
文
体
、
疏
論

之
。
遣
金
吾
提
騎
逮
公
。

先
の
「
幻
語
」
に
『
焚
書
』
が
関
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
此
の
た
び
の
「
幻
語
」

に
は
、
万
暦
二
七
年
既
に
南
京
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
『
蔵
書
』
が
関
係
し
よ
う
。

『
蔵
書
』

の
内
容
を
李
賛
自
ら
焦
紘
に
語
る
よ
う
、

承
諭
、
李
氏
蔵
書
、
謹
抄
録
一
通
専
人
呈
覧
。
年
来
有
書
三
種
、
惟
此
一

@
 

種
繋
千
百
年
是
非
、
人
更
八
百
、
簡
帳
亦
繁
、
計
不
止
二
千
葉
山
矢
。

「
千
百
年
の
是
非
に
繋
る
」
判
断
基
準
を
教
主
と
し
て
独
自
に
示
さ
れ
て
は
、

体
制
が
も
た
ぬ
。
こ
の
度
の
逮
捕
が
獄
中
に
お
け
る
自
殺
へ
と
繋
っ
た
の
で
あ
っ

Tこ

お

わ

り

李
賛
は
万
暦
三

O
年
、
七
六
歳
、
三
月
の
逝
世
を
前
に
し
て
、
そ
の
二
月
初

五
日
「
李
卓
吾
先
生
遺
言
」
(
『
続
焚
書
』
巻
四
)
を
認
め
た
。
埋
葬
へ
の
指
示
、

詳
細
を
極
め
た
記
述
の
終
り
に
当
っ
て
言
う
。

周
囲
栽
以
樹
木
、
墓
前
立
一
石
碑
、
題
日
李
卓
吾
先
生
之
墓
。
字
四
尺
大
、

可
托
焦
満
園
書
之
、
想
彼
亦
必
無
菩
。

平
理
一
=
己
の
中
に
他
人
の
人
名
が
出
て
く
る
の
は
、
最
晩
年
の
李
賛
に
付
添
っ
た

8 -

馬
経
輸
の
外
は
焦
紘
た
だ
一
人
で
あ
り
、
李
賛
に
と
っ
て
の
焦
紘
の
存
在
の
大

き
さ
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
焦
抜
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
『
潜
園
集
』
巻
三
九
に
、
「
寄
宏
甫
二
首
」

帰
目
的
作
客

と
題
す
る
次
の
詩
が
見
出
さ
れ
る
。

帰
国

何
ち
客
と
作
り

散
歩
白
安
禅

去
我
無
千
里

相
違
忽
二
年

夢
醒
江
閣
雨

心
折
楚
雲
天

家
落
知
音
後

我
を
去
る自
こら
と安
無E禅
しせ
くる
千に
里

散
歩

相
ひ
違
ひ
て
忽
ち
二
年

夢
は
醒
む
江
閣
の
雨

心
は
折
る
楚
雲
の
天

{
参
落
た
り
知
音
の
後



愁
看
伐
木
篇

風
雨
秋
偏
急

懐
人
費
欲
糸

瓢
零
違
俗
久

歳
月
著
書
遅

独
往
真
何
事

重
過
会
可
期

白
門
遺
祉
在

相
為
理
茅
茨

愁
ひ
看
る
伐
木
の
篇

風
雨

偏
f¥ 

糸?急
な"
ら
ん
と
欲
す

秋

人
を
懐
へ
ば

費

瓢
零

俗
に
違
ひ
て
久
し
く

歳
月

書
を
著
す
こ
と
遅
し

独
り
往
き
て
真
に
何
に
か
事
ふ

重
ね
て
過
ぐ
る
も
会
す
る
を
期
す
可
し

白
門
に
遺
祉
在
り

相
ひ
為
に
茅
茨
を
理
め
ん

②
 

最
後
ま
で
焦
紘
は
李
品
質
を
思
い
や
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
そ

の
逝
世
に
関
し
て
は
次
の
よ
う
に
も
言
う
。

今
歳
宏
甫
以
誼
被
逮
死
燕
邸
。
余
既
不
能
奮
飛
、
市
相
知
者
率
陰
挟
市
不

③
 

肯
援
。
使
君
而
在
、
亦
畳
至
此
極
也
。

て
み
よ
う
。

他
方
、
李
賛
の
著
書
の
刊
行
に
際
し
、
焦
紘
の
撰
し
た
序
文
四
種
を
検
討
し

@
 

一
つ
は
前
述
の
「
蔵
書
焦
序
」
、
万
暦
二
七
(
一
五
九
九
)
。

イコ

は
「
李
氏
焚
書
序
」
、
「
今
焚
後
而
宏
甫
之
伝
乃
愈
広
。
然
則
此
書
之
焚
、
其
布

之
有
火
涜
哉
。
宏
甫
曽
以
是
刻
商
之
於
余
、
其
語
具
載
此
中
。
余
幸
而
後
死
、

も
の
。

目
撃
廃
興
、
故
識
此
於
其
端
云
」
と
言
う
か
ら
、
李
賛
の
死
後
の
版
に
寄
せ
た

一
つ
は
「
李
氏
続

一
つ
は
「
続
蔵
書
序
」
、
万
暦
三
九
(
二
ハ
一
一
〉
。

焚
書
序
」
、
万
暦
四
六
(
一
六
一
入
)
。
も
と
よ
り
以
上
回
種
に
批
判
め
い
た
言

辞
の
あ
る
筈
も
な
い
。
焦
誌
は
終
始
、
温
く
李
軌
買
を
見
守
っ
て
い
た
と
言
え
る
。

李賛と焦紘

た
だ
現
行
の
『
渚
園
集
』
(
万
暦
三
四
年
序
刊
)
『
潅
園
続
集
』
(
万
暦
三
九
年

序
刊
)
に
は
、
「
蔵
書
焦
序
」
が
見
ら
れ
な
い
事
実
の
外
、
李
勢
関
連
の
資
料
と

言
え
ば
、
本
稿
で
扱
っ
た
徴
々
た
る
資
料
以
外
殆
ん
ど
見
出
せ
な
い
と
い
う
事

実
に
注
目
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
現
行
の
『
焚
書
』
・
『
続
焚
書
』
所
載

の
、
李
賛
か
ら
焦
紘
へ
の
書
簡
は
二

O
を
超
え
、
そ
の
う
ち
返
書
は
四
点
を
算

え
る
。
少
く
と
も
「
与
李
卓
吾
」
四
点
が
焦
紘
に
あ
る
こ
と
に
な
る
が
、

占

も
見
出
せ
な
い
。
名
家
焦
紘
の
周
辺
の
、
李
賛
に
対
す
る
意
識
の
あ
り
よ
う
と

関
連
す
る
こ
と
か
も
知
れ
ぬ
。

本
稿
冒
頭
に
掲
げ
た
詩
に
し
て
も
、
焦
紘
の
書
を
得
て
の
感
慨
で
あ
っ
た
訳

で
あ
る
か
ら
、
李
品
質
の
心
を
採
っ
た
そ
の
焦
紘
の
書
を
一
見
し
た
い
思
い
に
駆

ら
れ
は
す
る
が
、
事
情
如
何
と
も
し
難
い
。

い
ず
れ
焦
紘
一
流
の
温
和
な
慰
め

の
手
紙
で
で
も
あ
っ
た
ろ
う
か
。
そ
れ
に
触
発
さ
れ
て
、
南
京
で
の
再
会
を
夢

み
た
の
で
あ
っ
た
。
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註

②①  

「
入
山
得
焦
弱
侯
書
有
感
二
首
」
そ
の
二
。
『
続
焚
書
』
巻
五
。

李
賛
の
足
跡
に
関
す
る
年
月
の
表
示
は
原
則
と
し
て
溝
口
雄
二
一
「
李
賛
年
譜
」
(
平
凡
社
、

中
国
古
典
文
学
大
系
『
近
世
随
筆
集
」
一
九
七
一
年
、
所
収
以
降
単
に
「
溝
口
年
譜
」

と
称
す
)
に
拠
る
。
な
お
外
に
鈴
木
虎
雄
「
李
卓
吾
年
譜
」
(
『
支
那
学
』
第
七
巻
二
号
・

三
号
、
一
九
三
四
年
、
所
収
|
以
降
単
に
「
鈴
木
年
譜
」
と
称
す
|
)
、
容
肇
祖
『
李
賛

年
譜
』
合
一
一
聯
書
応
、
一
九
五
七
年
以
降
単
に
「
容
年
譜
」
と
称
す
l
)
の
二
種
を
参

照
し
た
。

『
焦
氏
筆
乗
』
巻
四
。

『
潅
園
集
」
巻
三
七
。

『
潜
園
集
」
巻
四
一
。

『
焦
氏
筆
乗
」
巻
一
一
。

「
続
焚
書
』
巻
一
、
「
与
焦
弱
侯
」
。

『
焚
書
』
巻
四
、
「
秋
笈
佳
先
生
伝
」
参
照
。

註
⑧
に
同
じ
。

⑨⑧⑦⑥⑤④③  
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⑬⑫⑪⑮  

『
焚
室
回
」
巻
一
、
「
答
焦
衡
園
」
。

『
焚
書
』
巻
二
、
「
与
焦
済
園
」
。

『
焚
書
』
巻
二
、
「
与
弱
侯
」
。

こ
の
書
簡
の
書
か
れ
た
時
に
つ
い
て
「
容
年
譜
」
は
大
同
に
在
つ
て
の
こ
と
と
し
「
溝
口

年
譜
」
は
七
一
歳
め
水
に
在
つ
て
の
こ
と
と
す
る
。
ま
た
七

O
歳
の
時
の
こ
と
と
も
推
定

す
る
。
(
溝
口
雄
三
「
焚
書
(
抄
)
」
平
凡
社
、
中
国
古
典
文
学
大
系
『
近
世
随
筆
集
』
一

九
七
一
年
、
所
収
)

『
焚
書
』
巻
二
、
「
与
焦
弱
侯
」
。

『
吉
川
博
士
退
休
記
念
中
国
文
学
論
集
」
所
収
。

『
続
焚
書
』
巻
二
、
「
老
人
行
叙
」
。

『
続
焚
書
』
巻
二
、
「
選
録
際
車
志
叙
」
。

『
潜
園
集
」
巻
二
二
、
「
題
楊
復
所
先
生
語
録
」
。

『
続
焚
書
』
巻
一
、
「
復
劉
肖
川
」
。

『
続
焚
書
』
巻
一
、
「
与
焦
弱
侯
」
。

註
⑮
に
同
じ
。

こ
の
詩
、
秋
の
作
。
李
賛
の
逝
世
!
万
暦
三

O
年
春
を
勘
案
す
れ
ば
万
暦
二
九
年
秋
が
下

限
と
な
る
。
こ
れ
よ
り
「
相
違
忽
二
年
」
l
二
年
を
遡
れ
ば
、
万
暦
二
七
年
秋
。
即
ち
『
蔵

書
』
の
刊
行
以
後
は
、
焦
紘
と
李
軌
買
は
逢
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
註
⑬
の

興
味
あ
る
書
簡
の
時
期
を
「
容
年
譜
」
「
溝
口
年
譜
」
と
も
に
万
暦
二
七
年
冬
と
し
て
い

る
が
、
ほ
ぼ
一
年
早
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
ろ
う
。

『
潅
園
集
』
巻
三

O
、
「
雪
松
潜
君
墓
志
銘
」
。

山
下
竜
二
「
李
氏
蔵
書
に
つ
い
て
付
」
(
森
三
樹
三
郎
博
士
頭
表
記
今
ど
東
洋
学
論
集
所
収
)

に
、
こ
の
焦
紘
の
序
を
劉
東
星
の
序
に
対
比
し
つ
つ
焦
紘
の
李
賛
に
対
す
る
理
解
度
の
深

さ
を
論
ず
る
と
こ
ろ
あ
り
。
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⑫③⑫⑬⑬⑫⑬⑬⑬  ⑧③  
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